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 本日は令和8年7月28日に発生した熊本地震に関し、静岡県が実施している
宇城市への対口支援活動について御報告いたします。

 当局の職員も派遣職員として現地で活動してまいりましたので、その内容
も含め御説明いたします。
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 はじめに「令和８年熊本地震」の概要について説明します。
 
 ７月28 日16 時27 分に熊本県熊本地方の深さ16 km でマグニチュード7.1
の地震が発生しました。

 この地震により熊本県宇城市及び氷川町で最大震度７を観測しました。

 また、熊本県八代市及び宇城市で長周期地震動階級４を観測しております。

 この地震の発震機構は北北西－南南東方向に張力軸を持つ横ずれ断層型で、
地殻内で発生した地震であります。
 
 図は熊本県付近の震度分布を示しています。

 津波注意報も発令されましたが、津波被害は確認されておりません。
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 今回の地震活動域付近には布田川断層帯と日奈久断層帯が存在しています。

 今回の地震活動は、日奈久断層帯の３つの区間（高野－白旗区間、日奈久
区間、八代海区間）のうち、主に高野－白旗区間及び日奈久区間に沿って分
布しています。

 地震調査研究推進本部地震調査委員会は、「M7.1 の震源断層の主たる部分
は、日奈久断層帯の高野－白旗区間の一部及び日奈久区間の北東部に及んで
いると考えられる。」と評価しています。

 この地震の震央周辺では、M7.1 の地震発生後の同日17 時08 分にM6.1 の
地震（最大震度５弱）、29 日22 時19 分にM5.8 の地震（最大震度５弱）が発
生するなど、活発な地震活動が継続しており、28 日から８月１日にかけて震
度５弱以上の地震が６回発生しております。

 宇城市の南側に位置する、氷川町付近では最大約２ｍの右横ずれ変位が生
じました。

 この地震による被害状況から、７月31日に静岡県は、総務省より熊本県宇
城市への対口支援団体に決定したとの連絡を受けました。

 これにより、県は「災害支援本部」を設置し、８月３日に先遣隊として、
危機管理部職員３人が宇城市へ出発しました。
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 次に、対口支援先である宇城市の概要です。

 宇城市は、平成17年１月に旧宇土郡三角町、不知火町、下益城郡松橋町、
小川町、豊野町の５町が合併して誕生しました。

 南北には九州の大動脈である九州自動車道及び国道３号が走り、西は天草、
東は宮崎県へとつながる地理的条件に恵まれ、西部では北に有明海、南に八
代海（不知火海）を望む自然豊かな地域です。

 東西約31.2km、南北13.7kmと東西に長い形状で、面積は188.55km2、人口
は55,391人（R8.7.1現在）です。
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 次に、８月21日現在の宇城市の被災状況です。

 人的被害は34人、うち４人が死亡、重症１人。

 避難者は420世帯、住家被害は4,600件にのぼり、そのうち２割程度が全壊
か半壊です。

 電力は確保されているものの、水道は依然約2,579戸で断水している厳しい
状況です。

 孤立集落は見られませんが、市道の通行止めや鉄道の運休が続いており、
物流や救援活動に一定の影響を及ぼしています。
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 ここからは、派遣職員が情報収集した宇城市内の被災状況を御説明します。
 
 まずは、宇城市役所の被災状況です。

 庁舎内部はガラスが数枚割れた程度で建物自体は大丈夫でしたが、庁舎外
では排水枡の蓋やインターロッキングの隆起が見られ、歩行時に注意が必要
な状況でした。

 庁舎内は空調も稼働し、作業環境としては良好でした。

 一方で、断水していたことで通常のトイレが使用不可であったため、仮設
トイレや簡易トイレが設置されていました。

6



 次は、住宅や道路の被災状況となります。

 右上の道路は、断層にぶつかっており、ずれや隆起が見られました。

 また、住宅にも被害が出ており、倒壊や傾きが見られました。
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 宇城市役所に隣接する市の物資拠点（地域内輸送拠点）「ウイングまつば
せ」の状況です。

 ７月31日時点の情報では、市役所の管理職が物資対応を担い、他の災害対
策機能は十分に稼働していない状況でしたが、福岡市や宮崎県からの支援員
が対応し、作業が安定化していました。

 物資は水、飲料水、乳児用おむつ、食料など多様で充実しており、写真の
とおり大量に保管・供給されていました。

 搬送作業も支援員によって効率的に行われていました。
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 避難所（小川防災拠点センター）の状況です。

 避難所では常設のエアコンに加え、スポットクーラーや大型送風機も稼働
し、暑さ対策は比較的充実していました。

 炊き出しも行われました。

 循環型シャワーシステムや自衛隊の風呂も用意されています。

 また、防災井戸の活用により生活用水も確保されておりました。

 車中泊をする避難者向けの注意喚起看板やチラシも配布されており、避難
された方への細やかな配慮がされていました。
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 次に、対口支援について御説明します。

 本県から宇城市への「行政・応急対策職員」として、まずは第１陣～第５
陣まで合計47人を派遣し、避難所運営や物資集積所業務及びり災証明書の発
行業務を行っております。
 
 第１陣は先遣隊として、危機管理部職員が３人、第２陣以降は、県職員４
人に加え、県内市町にも御協力いただき対口支援を行っております。

 賀茂地域局からは、第２陣に１人派遣しております。
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 派遣職員の宿泊場所は、宇城市から離れた熊本市や大津町のホテルでした。

 宿泊したホテル周辺では、地震の被害はあまり見られず、電気や水道など
のライフラインは普段どおり使用できました。

 また、飲食店やスーパーなども通常どおり営業していました。

 大津町から宇城市役所まで平時であれば40分で移動出来ますが、九州自動
車道 松橋IC～えびのIC間が８月14日６時まで通行止めとなっていたため、松
橋IC付近で渋滞となり、最大120分かかりました。
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 ここからは、当局職員の具体的な活動内容です。
 被災者支援の根幹となる「り災証明書」の申請対応を行いました。

 宇城市役所では、証明書申請に係る受付業務を円滑に行うため、各県の担
当者や関係機関と連携し、制度概要や申請方法の説明も被災者に丁寧に行い
ました。
 表に示すように、申請主体や法的根拠、対応フローに違いがあり、それぞ
れの役割や証明書の種類ごとに正確な案内が必要です。

 この申請支援は被災者の生活再建に不可欠なものであり、今後も迅速かつ
丁寧な対応に注力してまいります。

【業務内容】
市役所などにおいて、り災証明書の申請に係る受付業務に従事し、制度概要
や申請方法等を被災者に対し説明を行いました。
 

期間 場所 受付人数
（１日の平均）

８月７日～10日 宇城市役所 284人

８月11日～14日 小川総合文化センター・ラポート 79人
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 また、毎日開催される、支援の総括を担う福岡市や対口支援団体である中
部各県との情報共有会議などに参画し、業務に応じた人数配置の調整や避難
所の環境改善に係る対策を検討する等、業務遂行の効率化・課題解決に努め
ました。

 避難所環境については、８月７日時点では、床に毛布を敷き雑魚寝状態で
あった避難所も見られましたが、８月10日時点ではダンボールベット及び間
仕切りが設置され、避難されている方のプライバシーが確保される形となり
ました。

 避難所の生活環境においては、TKBが大切とされています。
 今回の宇城市では、トイレはトイレカーや仮設トイレが多く設置され、食
事はキッチンカーや企業による炊き出しも見られました。
 しかし、ダンボールベッドの設置は避難所によって異なっており、早い避
難所では発災から１週間、遅い所では２週間程度かかっていました。

 10年前にも被災した熊本県においても避難所の整備に時間を要するため、
本県ではそれ以上に時間を要する可能性があります。
 そのため、平時から避難所の環境整備については考えておかなければなら
ないと考えております。

※T＝トイレ、K＝キッチン、B＝ベッド
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日 曜日 賀茂地域局 下田財務事務所 賀茂健康福祉センター 賀茂農林事務所 下田土木事務所

①静岡大学公開講座オンライン視聴会        
18:00-19:30　賀茂キャンパス

屋外広告物適正化旬間パトロール

②防災講座（浜崎小学校）                 
9:15-11:50 浜崎小学校

下田市（13:30-）

防災講座（河津小学校） 下田総合庁舎福産品販売会 屋外広告物適正化旬間パトロール

13:25-14:05 河津小学校
11:00-14:30 
庁舎1階エントランスホール 

東伊豆町（10：00-）
河津町（13：30-）

下田総合庁舎福産品販売会

11:00-14:30 
庁舎1階エントランスホール 

屋外広告物適正化旬間パトロール

西伊豆町（10：00-）
松崎町（13：30-）

防災講座（下田中学校） 食育指導者研修会

13:10-15:00 下田中学校 14：00-15：30

防災講座（稲取小学校） こどもから大人へのメッセージ事業（仁科小学校） 屋外広告物適正化旬間パトロール

10:25-12:05 稲取小学校 13：35-14：20 南伊豆町（13：30-）

静岡県立大学社会人講座

13:30-15:00　賀茂キャンパス

静岡文化芸術大学公開講座オンライン視聴会

10:00-12:00　賀茂キャンパス

防災講座（下田市子育て支援センター）

10:30-11:30 下田市子育て支援センター

防災講座（下田認定こども園） 青野大師ダム教室（南上小学校）

10:00-11:00 下田認定こども園 10:10-11:15

防災講座（稲生沢小学校） 青野大師ダム教室（南中小学校）

13:20-14:05 稲生沢小学校 10:35-11:45

防災講座（熱川小学校）

8:25-10:05 熱川小学校

①防災講座（下田認定こども園）
10:00-11:00 下田認定こども園

②防災講座（朝日小学校）
13:25-15:00 朝日小学校

静岡文化芸術大学公開講座オンライン視聴会 医療・福祉・司法なんでもかんでも相談会【下田会場】

10:00-12:00　賀茂キャンパス 13：30-15：30

防災講座（下田小学校）

13:20-14:55 下田小学校

静岡文化芸術大学公開講座オンライン視聴会

10:00-12:00　賀茂キャンパス

①防災講座（南伊豆東小学校）
9:20-12:05 南伊豆東小学校

②防災講座（下田高校）
15:20-16:10 下田高校

防災講座（ひかり保育園） 青野大師ダム教室（南伊豆東小学校）

10:00-11:00 ひかり保育園 9:50-11:05

防災講座（稲生沢こども園）

10:00-11:00 稲生沢こども園

行事予定表　（令和8年9月分）

1 火

2 水

3 木

4 金

5 土

6 日

7 月

8 火

9 水

10 木

11 金

12 土

13 日

14 月

15 火

16 水

17 木

18 金

19 土

20 日

21 月

22 火

23 水

24 木

25 金

26 土

27 日

28 月

29 火

30 水
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日 曜日
農林技術研究所

伊豆農業研究ｾﾝﾀｰ
水産・海洋技術研究所

伊豆分場
賀茂広域

消費生活センター
賀茂地域

教育振興センター
伊豆観光局

賀茂地区幼保小接続推進研修会

14:00-16:30 賀茂教育会館

消費者教育出前講座

17:40-19:00　下田高校(定時制)

行事予定表　（令和8年9月分）

1 火

2 水

3 木

4 金

5 土

6 日

7 月

8 火

9 水

10 木

11 金

12 土

13 日

14 月

15 火

16 水

17 木

18 金

19 土

20 日

21 月

22 火

23 水

24 木

25 金

26 土

27 日

28 月

29 火

30 水
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令和８年８月 25 日

記者提供資料

＜賀茂キャンパス活用プログラム＞

静岡大学東部サテライト公開講座

『教育学』オンライン視聴会

（要旨）

静岡大学が主催する講座「多彩な視点から学ぶ伊豆半島の自然と社会」が「教育学」

をテーマに行われます。同大学の協力により、９月１日（火）にオンライン視聴会を開

催します。

（概要）

担 当：地域課 菅尾

電話番号：0558-24-2202

（賀茂地域局）

日 時 令和８年９月１日（火） 18:00～19:30 (途中入退出可能）

会 場
静岡県下田総合庁舎別館２階 賀茂キャンパス

※別館１階玄関からお入りください。

内 容

演題・講師

「支援者の眼差し-障害を持つ子供たちを地域、学校で支え合う仕組みづくり-」

静岡大学教育学部教授/教育学部長 博士（教育学）

鎌塚 優子 氏

※講演会場（静岡大学東部サテライト）とオンラインで結び、大型スクリーン

により視聴する。

対 象 県民など

参加費 無料

申 込

二次元コード：

電 話：0558-24-2202

メール：kamo-chiiki@pref.shizuoka.lg.jp

（氏名、職業、電話番号、参加人数の記入をお願いします。）

いずれかの方法でお申込みください。

共 催
静岡大学未来社会デザイン機構東部サテライト

賀茂キャンパス活用推進委員会（静岡大学、静岡県賀茂地域局ほか）

８月６日に提供済
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（案）

令和８年８月 25 日

定例記者懇談会資料

＜賀茂キャンパス活用プログラム＞

「静岡県立大学 社会人講座」第 46 回講座

（要旨）

「静岡大学、静岡県立大学、静岡文化芸術大学と賀茂地域１市５町の相互連携に関す

る協定」に基づき、賀茂キャンパスにおいて、静岡県立大学による社会人講座の第 46 回

講座を令和８年９月 11 日（金）に開催します。

（概要）

担 当：地域課 菅尾

電話番号：0558-24-2202

（賀茂地域局）

日 時 令和８年９月 11 日（金） 13:30～15:00

会 場
静岡県下田総合庁舎別館２階 賀茂キャンパス

※別館１階玄関からお入りください。

内 容

演題：「デジタル時代、旅はどう変わる？ ― 観光 DX がつくる新しい旅行体験 ―」

講師：静岡県立大学経営情報学部・大学院経営情報イノベーション研究科

助教 楊 婕（ヨウ ショウ）氏

対 象 県民など

参加費 無料

申 込

二次元コード：

電 話：0558-24-2202

メール：kamo-chiiki@pref.shizuoka.lg.jp

（氏名、職業、電話番号、参加人数の記入をお願いします。）

いずれかの方法でお申込みください。

主 催 賀茂キャンパス活用推進委員会（静岡県立大学、静岡県賀茂地域局ほか）
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令和８年８月 25 日

記者懇談会資料

＜賀茂キャンパス活用プログラム＞

静岡文化芸術大学公開講座

『オペラへの招待』オンライン視聴会

（要旨）

静岡文化芸術大学が主催する公開講座が「オペラへの招待～オペラから広がる文化芸

術の世界～」をテーマに行われます。同大学の協力により、今回初めてオンライン視聴

会を開催します。

（概要）

１ 内 容

担当 地域課 菅尾

電話 0558-24-2202

（賀茂地域局）

日時 テーマ・講師

９月 12 日（土）

午前 10:00～12:00

・「オペラの基礎講座-声で決まる役柄の世界」
村柗 達彦（静岡国際オペラコンクール実行委員会事務局）
・「オペラの魅力-美しい歌にはドラマがある」
高田 和文（静岡文化芸術大学 名誉教授）

９月 19 日（土）

午前 10:00～12:00

・「なぜオペラで人は歌うのか-「歌う芝居」の成立」
萩原 里香（静岡文化芸術大学 国際文化学科 准教授）
・「オペラ《サロメ》-世紀末芸術と頽廃の美学」
上山 典子（静岡文化芸術大学 芸術文化学科 教授）

９月 26 日（土）

午前 10:00～12:00

・「劇場芸術の境界線-オペラ劇場と初代帝国劇場」
永井 聡子（静岡文化芸術大学 芸術文化学科 教授）
・「素材のテクスチュアを活かす-協働的学びにおけるオペラ衣装と
そのテキスタイルデザイン」
荒川 朋子（静岡文化芸術大学 デザイン学科 准教授）

10 月３日（土）

午前 10:00～12:00

・「協奏するラグジュアリー-衣装と一張羅」
藤井 尚子（静岡文化芸術大学 デザイン学科 教授）
・「静岡国際オペラコンクールの鑑賞方法-声の個性の楽しみ方」
村柗 達彦（静岡国際オペラコンクール実行委員会事務局）

２ 会 場 静岡県下田総合庁舎 別館２階 賀茂キャンパス (下田市中 531 の１)

３ 対 象 県民など（定員：各回 100 名）

４ 参 加 費 無料

５ 申 込 次のいずれかの方法でお申し込みください。

① 右の二次元コードからアクセスしてください。

② 電子メールで氏名、参加人数などを記載してお送り

ください。（宛先：kamo-chiiki@pref.shizuoka.lg.jp）

③ 電話（0558-24-2202）で担当あてにお申し込みください。
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令和８年８月 25 日

定例記者懇談会資料

９月の防災講座

（概要）

賀茂地域局では、地域防災力を強化するため、自主防災組織、教育機関等と連携

し、防災講座を開催する。

（開催スケジュール）

（賀茂地域局）

実施日時 実施場所 実施対象 内容等

①
９月１日（火）

9:15～11:50

浜崎小学校

（下田市）

全校児童

約 60 人

（全）地震体験（車）

（低）防災ダック

（中）防災講話

（高）HUG

②
９月３日（木）

13:25～14:05

河津小学校

（河津町）

４年生

約 27 人

静岡県ジュニア防災士

養成講座（防災講話）

③
９月８日（火）

13:10～15:00

下田中学校

（下田市）

２年生

約110名

避難所運営ゲーム

（HUG）

④
９月10日（木）

10:25～12:05

稲取小学校

（東伊豆町）

４年生

約 10 人

地震体験（車）

防災講話

⑤
９月14日（月）

10:30～11:30

下田市子育て

支援センター

（下田市）

利用者

約 20 人

地震体験（車）

サバイバルスキルアッ

プ講座

⑥
９月15日（火）

10:00～11:00

下田

認定こども園

（下田市）

保護者

約 10 人

サバイバルスキルアッ

プ講座

⑦
９月16日（水）

13:20～14:05

稲生沢小学校

（下田市）

５年生

約 20 人
未定

⑧
９月17日（木）

8:25～10:05

熱川小学校

（東伊豆町）

３、４年生

約 40 人

静岡県ジュニア防災士

養成講座（防災講話）

サバイバルスキルアッ

プ講座

⑨
９月18日（金）

10:00～11:00

下田

認定こども園

（下田市）

園児

約 70 人
地震体験（車）
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（お願い）

・講座の取材を行う場合は、各学校まで取材を行う旨をご連絡ください。

・講座の内容については、変更になる場合があります。

・講座の内容に関するお問合せは下記担当までお願いいたします。

担 当：危機管理課 山田

連絡先：05 5 8 - 2 4 - 2 0 0 4

実施日時 実施場所 実施対象 内容等

⑩
９月18日（金）

13:25～15:00

朝日小学校

（下田市）

5年生
約 10 人

災害図上訓練（DIG）

⑪
９月 24 日（木）

13:20～14:55

下田小学校

（下田市）

４年生

約 20 人

地震体験（車）

防災講話

⑫
９月 28 日（月）

9:20～12:05

南伊豆東小学校

（南伊豆町）

全校児童

約 90 人

（低）サバイバルスキ

ルアップ講座

（中）アプリを活用し

た防災講座

（高）土砂災害に関す

る講座

⑬
９月28日（月）

15:20～16:10

下田高校

（下田市）

１、２年生

約 290 人
土砂災害に関する講座

⑭
９月29日（火）

10:00～11:00

ひかり保育園

（下田市）

園児

約 50 人

地震体験（車）

防災ダック

⑮
９月30日（水）

10:00～11:00

稲生沢こども園

（下田市）

園児

約 100 人

地震体験（車）

防災ダック
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令和８年８月 25 日

定例記者懇談会資料

下田総合庁舎での福産品販売会（令和８年度第２回）の開催

（目的）

障害のある人が福祉施設等で作った製品（福産品）の購入を通じて、障害のある方

の就労や生活の支援をするため、下田総合庁舎で福産品の販売会を開催します。

（概要）

１ 日 時 令和８年９月３日（木）、４日（金） 11：00～14：30

２ 会 場 静岡県下田総合庁舎１階エントランスホール

３ 出店事業所・主な販売品目

出店する日…○

※令和８年度の下田総合庁舎福産品販売会は今回が最終です。

【参考】

前回の下田総合庁舎福産品販売会実績

担 当：福祉課 小田

連絡先：0558-24-2055

（賀茂健康福祉センター）

事業所名 所在地 主な販売品目 ９/３ ９/４

１ 伊豆つくし学園 下田市 手芸品 ○

２ すぎのこ作業所 〃 陶芸、木工、手芸品 ○ ○

３ ワークあおぞら 〃 木工品、縫製品 ○ ○

４ 東伊豆ワークセンター 東伊豆町 縫製品 ○

５ 東伊豆町社会福祉協議会 〃 紙紐籠、SDGs 装飾品 ○

６ あしたば作業所 南伊豆町 野菜、縫製品 ○ ○

７ おっけぃ 〃 コーヒー、コーヒー豆 ○ ○

８ ワークショップマナ 西伊豆町 パン、クッキー、縫製品 ○ ○

９ とことこ西伊豆 〃 弁当、わさび類 ○ ○

第１回

開催日時
Ｒ８.６.４（木）、５（金）

11：00～14：30

出店事業所数 ９
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令和８年８月 25 日

定例記者懇談会資料

たばこの害について考えよう！

～こどもから大人へメッセージを伝えます～

（目的）

西伊豆町立仁科小学校で受動喫煙防止教育を実施します。

こどもたちがたばこの害について考え、周囲の大人に対しメッセージを送り、メッ

セージを受け取った大人が自身の行動を振り返り、メッセージを返すことで、家族や

地域全体の「受動喫煙防止」の意識向上を図ります。

（概要）

（その他）

当日、取材に来られる場合は、前日までに下記担当までご連絡ください。

担 当：健康増進課

連絡先：0558-24-2036

（賀茂健康福祉センター）

日 時 令和８年９月 10 日（木） 13：35～14：20

会 場 西伊豆町立仁科小学校

対 象 小学３・４年生 13 人

内 容

・パペット人形劇の掛合いによる講義

・グループワーク「受動喫煙の害から身を守る方法を考える」

・メッセージ作成

当日「こどもから大人へ」

授業の感想をもとに、身近な大人にメッセージを書く。

後日「大人からこどもへ」

こどもからもらったメッセージに対し返事を書く。

担 当
静岡県賀茂健康福祉センター健康増進課

西伊豆町健康福祉課
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参考（メッセージ事業）

静岡県では、小学３、４年生に対して、受動喫煙防止教育を行い、
その授業を受けた子どもが家庭や教師などの大人にメッセージを贈る
「こどもから大人へのメッセージ事業」を行っています。

県健康福祉センターの職員等が小学校において
寸劇や紙芝居等を用いて受動喫煙防止教育を
行います。

・時期：令和６年６月～12月
・対象：小学３、４年生
・時間：45分程度

①の健康教育実施後にこどもが受動喫煙防止に
対する考え方について、メッセージカードを
作成し、保護者や教師等の大人に贈ります。

こどもからのメッセージを受けた大人は、
子どもに対しメッセージ（受動喫煙防止宣言等）
を記入し、こどもを通じて学校に提出します。

たばこの健康への害や
受動喫煙防止の必要性を
伝えます。

心配してくれてありがとう。
お父さんも健康のためにたばこをやめたいと
思っていたから、これで終わりにするね。
ずっと元気な体で楽しく過ごしたいと思うよ。

お母さんはたばこをすわないけれど
職場ですっている人がいるので職場が禁煙に
なればいいのにと思うよ。○○がおなかに
いるときにはたばこをすう人のそばには
行かないようにしたよ。

お父さんへ
仕事でストレスがたまった時なんかは、
たばこをすわずにぼくに相談してください。

お母さんへ
たばこをすっているよりも、たばこのけむりを
すっているほうがどくなんだよ。
どくは２００しゅるいなんだって。

こ
ど
も
↓
大
人

大
人
↓
こ
ど
も

③大人による受動喫煙防止宣言

こどもからメッセージを受けた大人が、学年部会やPTA総会等で受動喫煙防止宣言をします。

本事業の実施を希望される場合は、令和７年６月１３日（金）までに小学校の所在市町を
管轄する県健康福祉センターにメール又はFAXにて裏面の申込書の提出をお願いします。

静岡県健康福祉部健康増進課
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令和８年８月 25 日

定例記者懇談会資料

医療・福祉・司法なんでもかんでも相談会【下田会場】の開催

（要旨）

病気や障害、仕事や生活、法律、お子さんの発育に関することなどの困りごとに

医療、福祉、司法の専門職がワンストップで相談をお受けする「なんでもかんでも相

談会」が、下田会場で開催されます。

（概要）

（その他）

11 月以降の開催予定日

・11 月 14 日（土）

・１月 30 日（土）

・３月 13 日（土）

担 当：賀茂健康福祉センター

連絡先：0558-24-2033

（賀茂健康福祉センター）

日 時 令和８年９月 19 日（土） 13：30～15：30

会 場 静岡県下田総合庁舎 ２階 第３会議室（下田市中 531－１）

申 込

予約制になりますので、下記までご連絡ください。

予約時に相談内容を伺います。

相談は無料です。

問合先
静岡市清水医師会相談室（静岡市清水区渋川２－12－１）

電話 054-344-0550
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心配ごとお聞かせください！ 
※開催時間：13:30～15：30 

Kara  

医療 

会 談 相 

主 催：一般社団法人 静岡市清水医師会  

（委託先）一般社団法人 静岡県社会福祉士会（銀さら勉強会） 

共 催：一般社団法人 静岡市清水歯科医師会  清水薬剤師会  法テラス静岡 

    一般社団法人 静岡県精神保健福祉士協会  

協 力：静岡県国際交流協会 （福）静岡市社会福祉協議会 （福）菊川市社会福祉協議会 

    東伊豆町 伊豆市 湖西市  一般社団法人 浜名医師会 

必要に応じて他会場と 

オンラインでつなぎます 

お問い合わせ先： 

静岡市清水医師会相談室 

０５４－３４４－０５５０ 
〒424-0053静岡市清水区渋川2-12-1 

予約制 

詳しくは裏面へ 

一部 静岡県委託事業 

福祉 司法 

相談は無料です。 

予約の時に相談内容

をうかがいます。 

 

1 回目  5 月 9 日(土) 

2 回目  7 月 11日(土) 

3 回目  9 月 19日(土) 

4 回目 11 月 14 日(土) 

5 回目  1 月 30 日(土) 

6 回目  3 月 13日(土) 

 

2026年度 開催予定 

病気や障害、仕事や生活、 

法律、お子さんの発育に関する

ことなど、困りごとなんでも 

ご相談下さい！ 

外国人の方、専門職の方も 

お気軽に！ 
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【清水会場】静岡市清水医師会 大会議室

静岡市清水区渋川二丁目１２番１号

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【菊川会場】菊川市総合保健福祉センター

菊川市半済１８６５

【東伊豆会場】東伊豆町役場 1階 会議室

賀茂郡東伊豆町稲取３３５４

【伊豆会場】　生きいきプラザ

伊豆市小立野３８－２

【伊豆会場】　生きいきプラザ

伊豆市小立野３８－２湖西市古見１０４４ 

【湖西会場】 湖西市健康福祉センターおぼと 

次回令和9年 

1/30開催 

【下田会場】
下田総合庁舎
　　賀茂健康福祉センター２階

下田市中５３１－１

【下田会場】 下田総合庁舎2階 
 

【東伊豆会場】 東伊豆町役場 1 階 会議室 
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令和８年８月 25 日

定例記者懇談会資料

「青野大師ダム教室」の開催について
あ お の だ い し

１ 概 要

下田土木事務所では、管理する青野大師ダムにおいて、地元の小学生を招き、

水の大切さ、ダムの仕組みや役割について学習する「青野大師ダム教室」を開

催します。

２ 日 時

（人数は暫定）

３ 場 所 青野大師ダム（南伊豆町青野）

４ 内 容 ①ダム管理所での説明（ダムの仕組みや役割について）

②ダム設備の見学（取水ゲート操作室など、一般に出入り出来な

い施設内部の見学）

５ その他 ・取材に来られる方は、事前に連絡していただき、当日はダム管理

所までお越しください。

（付近に駐車スペースがあります。）

・南伊豆町に、大雨等の注意報以上が発表された場合は、中止し、

連絡いたします。

青野大師ダムは、南伊豆町を流れる二級河川青野川の支川である鈴野川に、洪水調節、流水の正

常な機能維持、水道用水の確保を目的に建設された多目的ダムであり、平成 18 年８月から本格運

用しています。

（下田土木事務所）

実施日 時 間 学校名 学 年 児童数

９月 15 日(火) 10:10-11:15
南伊豆町立

南上小学校
２,３年生 16 名

９月 16 日(水) 10:35-11:45
南伊豆町立

南中小学校
４年生 15 名

９月 29 日(火) 9:50-11:05
南伊豆町立

南伊豆東小学校
４年生 14 名

担 当：工事第１課 鈴木

連絡先：0558-24-2114

30



過
去
の
ダ
ム
教
室
の
様
子

ダ
ム
管
理
所
で
の
説
明

ダ
ム
施
設
見
学

ダ
ム
堤
体
内
見
学

ダ
ム
施
設
見
学

31



青
野
大
師
ダ
ム
　
見
取
り
図

駐
車
場
は
こ
ち
ら

32



33



34



35



36



37



38



39



40



令和８年８月 25 日

定例記者懇談会資料

静岡県屋外広告物適正化旬間におけるパトロールの実施

１ 概要

県では、国土交通省が屋外広告物の適正化を一層推進するために定めた屋外広告

物適正化旬間（毎年９月１日～10 日）に合わせ、県内一斉のパトロールや啓発活動

等を行っている。

下田土木事務所においても、管内各市町と合同で、違反屋外広告物のパトロール、

簡易除却活動や安全管理の啓発活動等を実施する。

２ 実施日程等

３ 実施内容

・安全上問題のある屋外広告物や未確認の違反広告物の把握、是正指導

・屋外広告物法の規定に基づく簡易除却が可能な屋外広告物の除却作業

・法令や安全管理の普及啓発活動（チラシの配布）

４ 参加者

静岡県下田土木事務所職員（２名）、対象市町職員（各回１名）

５ その他

取材を希望される場合は、前日までに担当者にご連絡ください。

担 当：都市計画課 都市計画班

連絡先：0558-24-2110

（下田土木事務所）

対象市町 実施日・集合時刻 集合場所 実施路線

下田市 ９月１日(火) 13:30 下田総合庁舎 国道 135 号・136 号・414 号 ほか

東伊豆町 ９月３日(木) 10:00 東伊豆町役場
国道135号・414号、

県道下佐ヶ野谷津線 ほか
河津町 ９月３日(木) 13:30 河津町役場

西伊豆町 ９月７日(月) 10:00
西伊豆町役場

宇久須支所
国道 136 号 ほか

松崎町 ９月７日(月) 13:30 松崎町役場

南伊豆町 ９月 10 日(木) 13:30 南伊豆町役場
国道 136 号、

県道下田石廊松崎線 ほか
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　　 ◆ 屋外に設置する看板や広告です

　 ９月1日～１０日は

「屋外広告物適正化旬間」 です

～屋外広告物のルールを守って安全で美しいまちづくり～ 

　

　　 ◆ 許可が必要です（許可が不要な場合もあります）

　　 ◆ 地域により許可基準が異なります
～ 詳しくは、許可申請窓口（裏面）にお問い合わせください ～　　　

静岡県、静岡市、浜松市、（公社）静岡県屋外広告協会、静岡県広告美術業協同組合

※ ここに書いたものは、全て屋外広告物です

お  く     が  い     こ  う      こ  く     ぶ  つ     て  き    せ  い       か     じ  ゅ  ん  か  ん　
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屋外広告物に関する事は

どこに聞けばいいの？
屋外広告物の許可申請窓口に

お問い合わせください 

静岡県屋外広告物条例が適用される区域

市　町 許可申請窓口 所在地 電　話

東伊豆町
河津町

南伊豆町
松崎町

西伊豆町
静
　
岡
　
県

下田土木事務所　都市計画課 下田市中531-1 0558-24-2110

函南町
清水町
長泉町
小山町

沼津土木事務所　都市計画課 沼津市高島本町1-3 055-920-2221

吉田町
川根本町 島田土木事務所　都市計画課 島田市道悦5丁目7-1 0547-37-4181

森　町 袋井土木事務所　都市計画課 袋井市山名町2の1 0538-42-3292

伊東市 伊東市 都市計画課 伊東市大原2丁目1-1 0557-32-1781

島田市 島田市 都市政策課 島田市中央町1-1 0547-36-7179

磐田市 磐田市 都市計画課 磐田市国府台3-1 0538-37-4907

焼津市 焼津市 都市計画課 焼津市本町2-16-32 054-626-2160

掛川市 掛川市 都市政策課 掛川市長谷1丁目1-1 0537-21-1151

藤枝市 藤枝市 都市政策課 藤枝市岡出山1丁目11-1 054-643-3373

下田市 下田市 建設課 下田市河内101番地の1 0558-27-1007

湖西市 湖西市 都市計画課 湖西市吉美3268 053-576-1693

伊豆市 伊豆市 都市計画課 伊豆市八幡500-1 0558-83-5206

御前崎市 御前崎市　都市整備課 御前崎市池新田5585 0537-85-1122

菊川市 菊川市 都市計画課 菊川市堀之内61 0537-35-0932

牧之原市 牧之原市　都市住宅課 牧之原市相良275 0548-53-2633

それぞれの市の屋外広告物条例が適用される区域

市 町 許可申請窓口 所在地 電 話

静岡市 静岡市 景観まちづくり課 静岡市葵区追手町5-1 054-221-1123

浜松市 浜松市 土地政策課 浜松市中区元城町103-2 053-457-2344

沼津市 沼津市 開発指導課 沼津市御幸町16-1 055-934-4762

熱海市 熱海市 まちづくり課 熱海市中央町1-1 0557-86-6383

三島市 三島市 都市計画課 三島市北田町4-47 055-983-2631

富士宮市  富士宮市 都市計画課 富士宮市弓沢町150 0544-22-1408

富士市 富士市 建築土地対策課 富士市永田町１丁目100 0545-55-2796

御殿場市  御殿場市 都市計画課 御殿場市萩原483 0550-82-4240

袋井市 袋井市 都市計画課 袋井市新屋1丁目1-1 0538-44-3122

裾野市 裾野市 都市計画課 裾野市佐野1059 055-995-1829

伊豆の国市 伊豆の国市　都市計画課 伊豆の国市長岡340-1 055-948-2909

 ＜参考＞  許可申請書の作成（有償）に関すること 　  静岡県行政書士会　（電話：054-254-3003）
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静岡県交通基盤部都市局景観まちづくり課　〒420-8601 静岡県静岡市葵区追手町9番6号 TEL：054-221-3702

こんな看板は要注意です。安全管理は設置者・管理者の責務です。
安全管理に関して
詳しくはこちらから

！

ブラケットの腐食 側板底面の腐食、破損 看板の傾き 支柱の腐食 パネル板の破損 照明器具の不点灯

A1
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令和８年８月 19 日提供済

定例記者懇談会資料

道路愛護優良団体の表彰について

（要旨）

静岡県道路利用者会議は毎年、地域の道路愛護に功績のあった団体や個人を表彰

している。

賀茂管内では下記の団体が受賞したため、同会議下田支部長（加畑 毅 県議会議

員）から感謝状の贈呈を行う。

（概要）

１ 日時・場所

令和８年８月 27 日（木）午前 10 時 30 分 ～ 11 時頃

下田総合庁舎２階 第６会議室（下田市中 531-1）

２ 受賞者

フラワーロードみ幸橋（みゆきばし） 代表 内田 秀明 氏

＜活動内容＞

西伊豆町宇久須地区において、県道仁科峠宇久須線添いのプランター管理

（水やりなど、天候に応じて週２～３回）や植栽・草刈り（年４～５回）を行

い、道路の美化や環境整備に努めている。

３ 静岡県道路利用者会議について

県内道路の整備改善に努めることを目的に設立。

県、市町、県トラック協会、県バス協会、県タクシー協会、県自動車会議所、

県建設業協会及び県道路公社により構成され、静岡県議会議長が会長を務める。

実施事業の１つである道路愛護活動の一環として、道路の清掃活動や花壇の管

理などの道路美化、保全、環境整備等に努めた道路愛護優良団体や個人に対して

表彰を行っている。

なお、同会議は県内地区ごとに支部を設けており、下田支部においては支部長

を加畑県議会議員、事務局を下田土木事務所が務めている。

担 当：総務課 高野

連絡先：0558-24-2103

（下田土木事務所）
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令和８年８月 25 日

定例記者懇談会資料

消費者教育出前講座の実施

（概要）

令和４年４月から成年年齢が引き下げられたことに伴い、18 歳になると親の同

意がなくても契約ができるようになる一方で、未成年者取消権が適用されなくなる

ため、悪質事業者に狙われやすくなり、様々な消費者トラブルに巻き込まれること

が懸念されます。

つきましては、高校生で成人となる生徒の消費者被害を防止するため、以下のと

おり県から講師を派遣して出前講座を実施します。

（出前講座の予定）

（内容）

〇 成年を迎えるにあたって必要な消費生活の基礎知識

・契約やお金の基礎知識

・若者が狙われやすい商法

・ネットショッピングの注意点

・くらしとお金

・消費生活センターの紹介 など

○ 講話のあと、グループワークを予定しています。

○ 取材いただける場合は、事前に下田高校定時制課程までご連絡ください。

担 当：賀茂広域消費生活センター 松久

連絡先：0558-24-2206

（賀茂広域消費生活センター）

日 時 場 所 対 象

令和８年５月 26 日（火）

13：30～13：50
県立下田高校 保護者

令和８年６月 15 日（月）

15：20～16：10
県立下田高校（全日制） ２年生

令和８年９月 16 日（水）

17：40～19：00
県立下田高校（定時制） １～４年生

令和９年２月 25 日（木）

10：45～11：45

県立伊豆の国特別支援学校

伊豆松崎分校
２年生

令和９年３月 16 日（火）

8：45～9：35
県立松崎高校 １～２年生
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令和８年８月 25 日

定例記者懇談会提供資料

賀茂地区幼保小接続推進研修会

（目的）

幼児教育施設と小学校の教職員が互いの教育・保育の理解を深め、学びのつな

がりを共有しながら子供の成長を支えることで架け橋期の教育の質向上を図る。

（概要）

担 当：賀茂地域教育振興センター

連絡先：0558-24-2044

（賀茂地域教育振興センター）

日 時 令和８年９月３日（木）14：00～16：30

会 場 賀茂教育会館 ２階 大会議室

内 容

（１） 挨 拶

（２） 講 義
「幼児教育と小学校教育の学びのつながり」
講師 賀茂地区幼児教育アドバイザー 兼
架け橋期のコーディネーター 土屋 幸子

（３） グループ演習
「架け橋期の学びのつながりについて語り合う
～園で展開される活動や小学校の単元構想をもとに～」

（４） 指導講評

参加者

賀茂地区の

小学校教職員

幼稚園、保育園、認定こども園の教職員

教育委員会の指導主事 等 合計 35 名

その他
取材していただける場合は、14：50～16：10 のグループワークの様

子がありがたいです。
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